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一登
茲
樓
以
四
兮
、
聊
暇
日
以
銷
憂
。
覽
斯
宇
之
處
兮
、
實
顯
敞
而
寡
仇
。
挾

之
浦
兮
、
倚
曲
沮
之
長
洲
。
背
衍
之
廣
陸
兮
、
臨
皐
隰
之
沃
流
。
北
彌
陶
牧
、
西
接
昭
丘
。
實
蔽
野
、
黍
稷
盈
疇
。
雖
信
美
而
非
吾
土
兮
、
曾
何
足
以
少
留
。
（
茲
の
樓
に
登
り
以
て
四
し
、
聊
か
暇
日
も
て
以
て
憂
い
を
銷 け
さ
ん
。
斯
の
宇
の
處
る
を
覽
る
に
、
實
に
顯
敞
に
し
て
仇 たぐ
ひ
寡 すく
なし
。

の
浦
を
挾 は
さ
み
、
曲
沮
の
長
洲
に
倚
る
。
衍
の
廣
陸
に
背
き
、
皐
隰
の
沃
流
に
臨
む
。
北
の
か
た
陶
牧
に
彌 わ
た
り
、
西
の
か
た
昭
丘
に
接
す
。
實
野
を
蔽
い
、
黍
稷
疇 う
ね
に
盈
つ
。
信
に
美
し
と
雖
も
吾
が
土
に
非
ず
、
曾
ち
何
ぞ
以
て
少
留
す
る
に
足
ら
ん
（
１
）。）
後
	の
建
安
年

（
一
九
六
年
～
二
二
〇
年
）
に
活
し
た
「
建
安
七
子
」
の
一
人
、
王
粲
（
字
は
仲
宣
）
の
代
表
作
「
登
樓
賦
」
の
第
一
段
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
詠
わ
れ
る
容
は
、
詩
人
が
荊
州
（
現
湖
北
省
）
の
樓
に
登
り
、
眺
望
す
る
風
景
の
美
し
さ
を
愛
で
て
、
日
頃
の
憂
愁
を
慰
め
よ
う
と
す
る
も
、
そ
の
美
し
い
風
景
に
よ
っ
て
、
故
で
あ
る
中
原
か
ら

し
た
土
地
に
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

の
思
い
を
一
か
き
立
て
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
登
樓
賦
」
に
つ
い
て
は
、
①
制
作
の
年
代
、
お
よ
び
②
作
品
の
制
作
さ
れ
た
場
を
め
ぐ
っ
て
、
今
日
の
關

書
お
よ
び
先
行
論
文
に
お
い
て
も
一
し
た
見
解
に
は
到
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
從
來
必
ず
し
も
先
行
の
論
文
が
明
確
に
言
し
て
こ
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
作
品
中
に
詠
わ
れ
て
い
る
荊
州
（
現
在
の
湖
北
・
王
粲
「
登
樓
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
文
學
に
お
け
る
南
北
中
國
の
對
立
軸
の
出
現

谷
孝
之
湖
南
一
帶
）
の
風
土
へ
の
關
心
に
つ
い
て
で
あ
る
。
よ
り
體
に
は
、
作
品
中
に
核
と
し
て
か
れ
て
い
る
土
地
の
風
土
が
、
詩
人
の

の
思
い
を
媒
介
す
る
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
中
國
文
學
史
上
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
二
ま
ず
こ
の
作
品
の
①
制
作
の
年
代
、
に
つ
い
て
べ
て
お
き
た
い
。

	で
は
、
「
登
樓
賦
」
は
、
王
粲
が
後

末
期
の
中
國
北
方
の
戰
亂
を
け
、
當
時
荊
州
に
據
っ
て
い
た
群
雄
の
一
人
、
劉
表
の
も
と
で
不
を
託
っ
て
い
た
頃
の
作
と
す
る
。
作
中
に
お
い
て
年
代
推
測
の
手
が
か
り
と
な
る
記
は
、
第
二
段
の
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
紛
濁
而

兮
、
漫
逾
紀
以
迄
今
。
（
紛
濁
に
ひ
て

し
、
漫
と
し
て
紀
を
逾
ゑ
以
て
今
に
迄 い
たる
。）
作
中
の
「
逾
紀
＝
十
二
年
を
ぎ
る
」
と
い
う
記
に
從
え
ば
、
王
粲
が
荊
州
の
劉
表
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
の
が
初
四
年
（
一
九
三
）
で
あ
る
以
上
、
制
作
年
代
は
建
安
十
一
年
（
二
〇
五
）
以
後
、
そ
し
て
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）、
曹
操
が
荊
州
に
攻
め
入
り
、
劉
表
の
後
を
繼
い
だ
劉
を
伏
さ
せ
る
以
の
期
と
す
る
の
が

	で
あ
る
（
２
）。
た
だ
し
こ
の
見
解
に
對
し
て
は

	が
あ
る
。
例
え
ば
兪
紹
初
氏
の
「
《
登
樓
賦
》
測
年
」
（
『
文
學

』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
）
で
は
、
「
登
樓
賦
」
の
制
作
年
代
を
、
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）、
曹
操
が
荊
州
に
攻
め
入
り
、
襄
陽
に
て
劉
を
伏
さ
せ
、
さ
ら
に
南
下
し
て
走
す
る
劉
備
を
當
陽
で
破
し
、
江
陵
を
占
領
し
た
後
の
作
品
、
す
な
わ
ち
王
粲
が
曹
操
の
下
に
加
わ
っ
た
直
後
の
こ
と
と
す
る
。
兪
氏
は
そ
の
根
據
と
し
て
、
以
下
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
（
ａ
）第
三
段
の
「
惟
日
之
逾
邁
兮
、
俟
河
其
未
極
。
冀
王
之
一
兮
、
假
高
衢
而
聘
力
。
懼
匏
瓜
之
徒
懸
兮
、
畏
井
渫
之
莫
 。
（
日
の
逾
邁
を
惟 お
も
ひ
、
河
を
俟
ま
て
ど
其
れ
未
だ
極
ま
ら
ず
。
冀
こ
ひ
ね
が
はく
は
王
の
一
た
び
ら
ぎ
、
高
衢
を
假
り
て
力
を
聘
せ
ん
こ
と
を
。
匏
瓜
の
徒
に
懸
か
る
を
懼
れ
、
井
渫
の
 ら
う
莫
き
を
畏
る
）」
の
部
分
は
、
天
下
統
一
の
事
業
に
貢
獻
し
て
功
業
を
!げ
た
い
と
い
う
願
と
、
移
り
行
く
"
の
中
で
そ
の
機
會
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
複
雜
な
感
#を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
感
#を
$く
%況
と
し
て
は
、
劉
表
の
も
と
に
い
た
時
期
よ
り
も
、
天
下
統
一
の
實
現
が
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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可
能
だ
っ
た
曹
操
の
下
に
加
わ
っ
た
時
期
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
（
ｂ
）
信
「
哀
江
南
賦
」
に
は
「
逢
赴
洛
之
陸
機
、
見
離
家
之
王
粲
（
洛
に
赴
き
し
陸
機
に
逢
ひ
、
家
を
離
れ
し
王
粲
に
見 ま
み
ゆ
）」
と
い
う
記
が
あ
り
、
信
は
こ
こ
で
江
陵
か
ら
西
魏
に
行
さ
れ
て
き
た
梁
の
人
士
た
ち
を
陸
機
や
王
粲
に
喩
え
て
い
る
。
對
句
を

し
て
い
る
句
「
赴
洛
之
陸
機
」
の
	容
が
、

が
滅
し
陸
機
が
晉
に
出
仕
し
な
お
し
た
時
に
「
赴
洛
」
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
を
指
し
て
い
る
以
上
、
後
句
「
離
家
之
王
粲
」
の
	
容
も
、
そ
れ
に
對
應
し
て
王
粲
が
劉
か
ら
曹
操
に
を
變
え
て
、
「
登
樓
賦
」
を
詠
ん
だ
こ
と
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
筆
は
兪
氏
の
見
解
に
贊
同
し
な
い
。
ま
ず（
ａ
）に
つ
い
て
、
兪
氏
は
「
登
樓
賦
」
の
題
を
、
王
粲
の
天
下
統
一
の
事
業
に
貢
獻
し
た
い
と
す
る
願
と
そ
れ
が
げ
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
不
安
と
見
な
し
、
こ
れ
ら
の
氣
持
ち
は
曹
操
に
仕
え
た
直
後
の
も
の
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
こ
の
解
釋
は
、
第
三
段
の
一
部
の
記
だ
け
に
目
し
た
も
の
で
、
	部
證
に
見
た
場
合
決
定
な
點
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
登
樓
賦
」
の
よ
り
重
な
題
と
も
い
う
べ
き
、


へ
の
思
い
と
い
う
も
の
を
輕
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
當
時
曹
操
は
す
で
に
中
國
北
方
の
大
部
分
を
定
し
て
お
り
、
も
し
王
粲
が
彼
に
仕
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
故
の
中
原
に
歸
る
こ
と
は
實
現
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
兪
氏
の
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
賦
が
曹
操
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
作
ら
れ
た
と
す
る
と
、
作
中
の
「
悲
舊
之
壅
兮
、
涕

而
弗
禁
。
（

に
壅
せ
ら
る
る
を
悲
し
み
、
涕 なみ
だは

ほ
し
い
ま
ま
に
ち
て
禁
ぜ
ず
）」
の
よ
う
な

へ
の
痛
切
な
感
が
こ
り
え
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
兪
氏
が
げ
る
第
三
段
の
記
に
し
て
も
、
天
下
統
一
の
事
業
に
貢
獻
し
た
い
と
す
る
願
は
、
必
ず
し
も
曹
操
に
仕
え
る
時
に
 く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
天
下
へ
の
意
志
が
な
く
、
王
粲
を
冷
!し
て
い
た
劉
表
の
も
と
で
は
志
を
げ
る
こ
と
が
"

だ
か
ら
こ
そ
、
一
#そ
れ
へ
の
願
を
か
き
立
て
ら
れ
る
と
い
う
見
方
も
充
分
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、（
ａ
）の
張
は
根
據
と
す
る
に
は
不
十
分
と
い
え
る
。
$に
（
ｂ
）
に
つ
い
て
だ
が
、
「
哀
江
南
賦
」
の
「
逢
赴
洛
之
陸
機
、
見
離
家
之
王
粲
」
の
箇
%は
、
對
句
を

し
て
い
る
以
上
、
後
の
二
句
で
對
應
す
る
	容
が
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
&
'い
な
い
。
だ
が
そ
の
對
應
す
る
	容
と
い
う
の
は
、
果
た
し
て
兪
氏
の
べ
る
よ
う
な
「
新
し
い
君
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
二
句
の
&で
共
(す
る
	容
は
、
故
を
離
れ
)境
の
王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
25
地
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
詩
人
の
境
を
表
し
て
い
る
と
見
る
方
が
し
っ
く
り
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
語
は
、
兪
氏
が
べ
る
よ
う
な
限
定
し
た
意
味
に
解
釋
し
な
く
と
も
、
文
中
で
ご
く
素
直
に
「
洛
陽
に
赴
く
」
「
家
を
離
れ
る
」
と
い
っ
た
一
般
な
動
作
と
し
て
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
や
は
り（
ｂ
）の

張
も
、
決
定
な
根
據
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
賦
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

に
從
い
建
安
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
と
考
え
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
（
３
）。三
	に
②
作
品
の
制
作
さ
れ
た
場

に
つ
い
て
、
先
行
す
る

を
見
て
み
た
い
。
王
粲
が
「
登
樓
賦
」
を
詠
ん
だ
場

は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
古
來
幾
つ
か
の
地
が
候
補
に

げ
ら
れ
、
現
在
で
も
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ
る
が
、
以
下
の
三
が

な
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
。
［
Ⅰ
］
當
陽

：
『
文
』
卷
十
一
「
登
樓
賦
」
李
善
：
弘
之
『
荊
州
記
』
曰
：
當
陽
縣
樓
、
王
仲
宣
登
之
而
作
賦
。
［
Ⅱ
］
江
陵

：
同
上
『
文
』
五
臣
：
（
劉
）
良
曰
：
『
魏
志
』
云
：
王
粲
、
山
陽
高
人
。
少
而
聰
惠
有
大
才
、
仕
爲
侍
中
。
時
董
卓
作
亂
、
仲
宣
荊
州
依
劉
表
、
登
江
陵

樓
、
因
懷
歸
而
此
作
、
其

危
懼
之
也
。
［
Ⅲ
］
麥

：
『
水
經
』
卷
三
十
二
：
沮
水
又
南
逕
楚
昭
王
。
東
對
麥
、
故
王
仲
宣
之
賦
「
登
樓
」
云
：
「
西
接
昭
丘
」
是
也
。
（
「
沮
水
」
）
…
…
又
南
逕
麥
東
、
王
仲
宣
登
其
東
南
隅
、
臨
水
而
賦
之
曰
：
「
夾

之
浦
、
倚
曲
沮
之
長
洲
」
是
也
。
（「
水
」）
ま
た
年
、
秦
文
氏
の
「
開
仲
宣
登
樓

史
霧
―
對
王
粲
登
樓
 址
考
證
」
（
『
荊
門
職
業
技
!學
院
學
報
』
第
十
七
卷
第
一
期
、
二
〇
〇
二
年
一
"）
で
は
、
こ
れ
ら
 
と
は
や
や
#な
る
を
提
出
し
て
い
る
。
［
Ⅳ
］
$代
の
 當
陽

：
筆
%
&爲
，
王
粲
登
確
實
是
當
陽
縣
樓
，
但
是
$代
當
陽
縣
樓
，
在
今
天
荊
門
市
境
'，
與
玉
陽
(相
去
甚
)。
以
上
の
よ
う
に
「
登
樓
賦
」
が
制
作
さ
れ
た
と
す
る
場

に
關
し
て
は

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
に
お
い
て
も
、
王
粲
が
こ
の
作
品
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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詠
っ
て
い
る
の
は
、
江
陵
以
北
、
沮
水
・
水
以
南
の
地
の
ど
こ
か
で
あ
る
、
と
い
う
點
で
共
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
從
來
、
作
品
中
で
寫
さ
れ
て
い
る
地
名
と
の
位
置
關
係
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
文
學
作
品
の
記
や
寫
に
お
い
て
、
實
際
の
景
や
地
理
が
必
ず
し
も
正
確
に
反
映
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
は
、
ご
く
常
識
	な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
れ
ら

の
是
非
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
は
決
定
	と
も
い
え
る
根
據
は
見
あ
た
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
あ
え
て
制
作
場

を
特
定
せ
ず
、「
登
樓
賦
」
の
中
で
か
れ
て
い
る
土
地
は
、
南
は
江
陵
か
ら
、
北
は
沮
水
・
水
一
帶
の
ま
で
の
ど
こ
か
と
い
う

度
に
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
（
４
）。
四
第
三
で
べ
た
よ
う
に
、
「
登
樓
賦
」
が
い
て
い
る
土
地
に
關
し
て
は
、
南
は
江
陵
か
ら
、
北
は
沮
水
・
水
の
あ
た
り
に
あ
る
と
見
る
の
が
當
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
一
つ
奇
妙
な
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
當
時
王
粲
が
身
を
寄
せ
て
い
た
群
雄
の
一
人
、
劉
表
が
根
據
地
と
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
も
北
の
襄
陽
で
あ
り
、
王
粲
も
當
然
、
そ
こ
に
居
を
え
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
實
際
、
『
文
』
李
善
に
引
用
さ
れ
る
劉
宋
の
弘
之
『
荊
州
記
』
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
記
が
あ
る
。
弘
之
『
荊
州
記
』
曰
：
襄
陽
西
南
有
徐
元
直
宅
。
其
西
北
八
里
方
山
、
山
北
際
河
水
、
山
下
有
王
仲
宣
（
王
粲
）
宅
。
故
東
阿
王
（
曹
植
）
誄
云
：
振
冠
南
嶽
、
纓
川
。
集
本
或
爲
、
也
。
（
弘
之
の
『
荊
州
記
』
に
曰
く
、
「
襄
陽
の
西
南
に
徐
元
直
の
宅
有
り
。
其
の
西
北
八
里
に
方
山
あ
り
、
山
北
は
河
水
に
際
し
、
山
下
に
王
仲
宣
の
宅
有
り
。
故
に
東
阿
王
の
誄
に
云
ふ
『
冠
を
南
嶽
に
振
る
ひ
、
纓
を
川
に

ぐ
』
と
。『
集
』
本
『
』
を
或
ひ
は
『
』
と
爲 つ
くる
は
り
也
（
５
）。」）
こ
の
よ
う
な
記
や
『
三
國
志
』
等
の
史
書
に
見
え
る
王
粲
お
よ
び
劉
表
の
事
跡
を
見
る
限
り
、
王
粲
が
居
を
え
て
い
た
の
は
、
襄
陽
で
あ
っ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
登
樓
賦
」
の
作
中
で
は
、
襄
陽
付
の
土
地
の
寫
は
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

の
第
一
段
で
列
さ
れ
て
い
る
「

（
ら
か
な
水
）」
「
曲
沮
（
曲
が
り
く
ね
っ
た
沮
水
）」
「
陶
牧
（
陶
朱
公
こ
と
范
蠡
の
）」
「
昭
丘
（
楚
の
昭
王
の
陵
）」
な
ど
、
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
襄
陽
よ
り
南
に
あ
る
土
地
で
あ
る
。
第
二
段
の
「
憑
軒
檻
以
遙
兮
、
向
北
風
而
開
襟
。
原
而
極
目
兮
、
敝
荊
山
之
高
岑
（
軒
檻
に
憑
り
て
以
て
遙
か
に
み
、
王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
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北
風
に
向
か
ひ
て
襟
を
開
く
。
原
く
し
て
目
を
極
む
れ
ば
、
荊
山
の
高
岑
に
敝
は
る
）」
の
記
も
、
第
一
段
と
同
樣
に
、
襄
陽
よ
り
南
に
あ
る
荊
山
を
北
に
む
と
い
う
寫
が
見
ら
れ
、
詩
人
が
「
登
樓
賦
」
の
臺
に
襄
陽
以
南
の
土
地
を
想
定
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
王
粲
は
「
登
樓
賦
」
の
臺
を
襄
陽
以
南
の
地
に
設
定
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
當
然
き
よ
う
。
故
	よ
り

く


し
た
土
地
と
い
う
點
で
は
、
長
ら
く
居
し
て
い
た
襄
陽
で
も
條
件
は
當
て
は
ま
り
、
理
屈
か
ら
言
え
ば
、
こ
こ
を
臺
に

	を

題
と
し
た
作
品
を
詠
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
合
は
な
い
。
し
か
し
實
際
に
は
、
こ
の
「
登
樓
賦
」
と
い
う
作
品
で
は
襄
陽
付
の
風
景
は
一
切
寫
さ
れ
て
い
な
い
。
か
れ
て
い
る
は
ず
の
風
土
に
關
し
て
奇
妙
な
分
裂
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
王
粲
が
實
際
に
身
を
置
い
て
い
る
風
土
と
、
作
品
中
に
か
れ
て
い
る
風
土
と
の
分
裂
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
王
粲
は

	の
思
い
を
「
登
樓
賦
」
と
い
う
文
學
作
品
と
し
て
表
現
す
る
際
、
な
ぜ
實
際
に
身
を
置
い
て
い
る
襄
陽
の
風
土
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
南
方
の
風
土
を
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
（
６
）。
以
下
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
眞
っ
先
に
考
え
ら
れ
る
の
は
。
「
登
樓
賦
」
の

臺
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
史
な
來
で
あ
ろ
う
。
「
登
樓
賦
」
の
臺
で
あ
る
江
陵
か
ら
當
陽
あ
た
り
ま
で
の
湖
北
省
南
部
一
帶
は
、
ち
ょ
う
ど
戰
國
時
代
の
楚
の
國
が
を
置
い
た
郢
（
江
陵
）
と
重
な
る
地
域
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
は
、
『
楚
辭
』
と
い
う
「
北
方
の
中
原
を
中
心
と
し
た
傳
統
中
國
の
世
界
と
は
質
な
風
土
を
背
景
に
し
た
文
學
作
品
」
が
か
つ
て
作
ら
れ
た
場
で
も
あ
る
。
繰
り
し
に
な
る
が
、
王
粲
が
實
際
に
身
を
置
い
て
い
た
土
地
は
、
お
そ
ら
く
は
襄
陽
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
登
樓
賦
」
と
い
う
文
學
作
品
で
く
土
地
を
、
よ
り
南
方
の
楚
の
地
域
を
臺
と
し
て
設
定
す
れ
ば
、
讀
は
『
楚
辭
』
と
い
う
古
典
さ
れ
た
文
學
作
品
を
想
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
中
國
北
方
と
ま
っ
た
く
な
る
風
土
と
い
う
い
イ
メ
ー
ジ
を
喚
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
當
時
の
文
人
に
は
、
現
實
に
目
睹
す
る
「
生 ナ
マ」
の
光
景
よ
り
も
、
古
典
の
中
で
熟
さ
れ
た
念
の
方
が
、
は
る
か
に
リ
ア
ル
で
、
信
す
る
に
足
る
確
實
な
も
の
で
あ
っ
た
。
王
粲
は
そ
の
こ
と
を
良
く
理
解
し
て
い
た
た
め
に
、
自
ら
が
流
寓
す
る
江
（
襄
陽
）
の
風
土
を
寫
生
に
直
敍
す
る
の
で
は
な
く
、
熟
さ
れ
た
『
楚
辭
』
の
風
土
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
（
７
）。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
王
粲
が
「
登
樓
賦
」
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
、
實
際
に
自
ら
が
居
し
た
襄
陽
で
は
な
く
、
よ
り
南
方
で
あ
る
江
陵
か
ら
當
陽
一
帶
の
地
域
を
臺
に
想
定
し
た
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。
つ
ま
り
、
中
國
北
方
と
は
な
る
風
土
へ
の
和
感
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
流
離
の
き
や

	の
思
い
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
王
粲
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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が
實
際
に
居
し
て
い
た
襄
陽
と
い
う
土
地
の
風
土
を
寫
生
に
寫
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
粲
が
身
を
置
い
て
い
た
襄
陽
と
い
う
土
地
は
文
學
イ
メ
ー
ジ
が
未
だ
熟
し
て
お
ら
ず
、『
楚
辭
』
の
文
學
作
品
が
持
つ
、「
傳
統
中
國
の
世
界
と
は

質
の
長
江
中
流
域
の
風
土
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
る
こ
と
で
し
か
、
中
國
北
方
と
は
完
に
質
な
風
土
と
い
う
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
襄
陽
よ
り
も
さ
ら
に
南
方
の
楚
の
が
置
か
れ
た
長
江
中
流
域
の
風
土
、
す
な
わ
ち
『
楚
辭
』
と
い
う
中
國
北
方
と
な
る
世
界
を
背
景
に
し
た
文
學
作
品
を
育
ん
だ
風
土
へ
の
	想
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
質
な
風
土
に
身
を
置
く
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
流
離
の

き
や

の
思
い
を
高
ら
か
に
詠
い
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
に
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
が
、
江
陵
や
當
陽
一
帶
と
い
う
長
江
中
流
域
の
風
土
を
臺
と
し
て
詠
っ
た
こ
と
に
は
、
文
學
史
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
王
粲
と
似
し
た
境
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
一
見
す
る
と
「
登
樓
賦
」
と
共
す
る
素
を
持
っ
た
文
學
作
品
が
、
王
粲
以
に
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、

の
賈
誼
の
「
弔
屈
原
文
」
と
後
の
班
彪
の
「
北
征
賦
」
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
と
「
登
樓
賦
」
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
登
樓
賦
」
の
特
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
最
初
に
取
り
上
げ
る

の
賈
誼
は
、
王
粲
同
樣
に
中
國
北
方
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
讒
言
に
よ
り
長
沙
王
の
太
傅
と
し
て
長
江
中
流
域
に
流
さ
れ
た
と
い
う
境
を
も
つ
。
さ
ら
に
「
弔
屈
原
文
」
は
、
そ
の
序
文
に
「
誼
爲
長
沙
王
太
傅
、
以
謫
去
、
意
不
自
得
、
渡
湘
水
、
爲
賦
以
弔
屈
原
。
（
誼
は
長
沙
王
の
太
傅
と
爲
り
、
に
以
て
謫
去
せ
ら
れ
、
意
自
ら
得
ず
、
湘
水
を
渡
る
に
び
、
賦
を
爲 つ
く
り
以
て
屈
原
を
弔 と
む
らふ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
沙
で
の
三
年
の
流
謫
の
時
期
に
書
か
れ
、
そ
の
容
は
、
流
謫
さ
れ
た
自
ら
の
不
を
『
楚
辭
』
の
作
と
さ
れ
る
屈
原
の
身
に
こ
と
寄
せ
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
に
詠
わ
れ
て
い
る
「

境
の
地
を
さ
す
ら
い
、
經
世
濟
民
の
志
と
才
能
を
き
な
が
ら
も
、
そ
の
み
が
叶
え
ら
れ
ず
に
い
る
」
と
い
う
素
は
、
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
に
も
見
え
て
お
り
、
ま
た
寓
居
し
た
長
沙
と
い
う
地
も
、
（
長
江
以
南
と
以
北
と
い
う
い
は
あ
る
も
の
の
）
王
粲
が
逗
留
し
た
襄
陽
と
同
じ
く
長
江
中
流
域
に
位
置
し
て
い
る
等
、
王
粲
の
作
品
と
共
す
る
素
を

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
共
す
る
素
を
持
ち
な
が
ら
も
、「
登
樓
賦
」
と
「
弔
屈
原
文
」
と
の
に
は
大
き
な
相
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に

王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
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に
見
え
る
「
境
へ
の
和
感
と
そ
れ
に
觸
發
さ
れ
た

の
思
い
」
が
後
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。
「
弔
屈
原
文
」
で
の
題
は
、
序
文
の
「
屈
原
、
楚
賢
臣
也
。
被
讒
放
逐
、
作
離
騷
賦
。
其
篇
曰
、
已
矣
哉
。
國
無
人
兮
、
莫
我
知
也
。
	自
投
汨
羅
而
死
。
誼

傷
之
、
因
自
喩
（
屈
原
、
楚
の
賢
臣
な
り
。
讒
も
て
放
逐
せ
ら
れ
、
離
騷
の
賦
を
作
る
。
其
の
篇
に
曰
く
、
「
已
ぬ
る
哉
。
國
に
人
無
く
、
我
を
知
る
莫
し
」
と
。
	に
自
ら
汨
羅
に
投
じ
て
死
す
。
誼

ひ
て
之
を
傷
み
、
因
り
て
自
ら
を
喩
ふ
）」
の
言
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
流
謫
さ
れ
た
自
身
の
不
の
思
い
で
あ
り
、
才
能
を
持
つ
人
物
が
正
當
に
價
さ
れ
な
い
こ
と
に
對
す
る
懣
で
あ
る
。
一
方
の
「
登
樓
賦
」
は
、
作
品
中
の
隨
か
ら
、
里
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
詩
人
の
悲
愴
な
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
の
體
な
箇
と
し
て
、
「
憑
軒
檻
以
遙
兮
、
向
北
風
而
開
襟
。
原

而
極
目
兮
、
敝
荊
山
之
高
岑
。
路
逶
而
修
迥
兮
、
川
漾
而
濟
深
。
悲
舊
之
壅
兮
、
涕

而
弗
禁
。」
の
よ
う
な
風
景
寫
や
、「
昔
尼
父
之
在
陳
兮
、
有
歸
歟
之
歎
。
鍾
儀
幽
而
楚
奏
兮
、

顯
而
越
吟
。
人
同
於
懷
土
兮
、
豈
窮
而
心
。
（
昔
尼
父
の
陳
に
在
り
て
、
「
歸
ら
ん
か
」
の
歎
有
り
、
鍾
儀
幽 と
ら
は
れ
て
楚
奏
し
、


顯 あら
はれ
て
越
吟
す
。
人
の
土
を
懷
か
し
む
に
同
じ
、
豈
に
窮
し
て
心
を
に
せ
ん
や
）」
の
よ
う
な
 去
の
事
例
と
の
!比
な
ど
を
す
ぐ
に
列
"す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
作
中
で
も
大
き
な
分
量
を
占
め
て
い
る
。
だ
が
「
弔
屈
原
文
」
の
題
で
あ
る
「
懷
才
不
」
や
「
經
世
濟
民
」
の
思
い
の
方
は
と
い
う
と
、
作
の
憂
愁
の
#因
と
し
て
確
か
に
存
在
す
る
が
、
作
品
$體
に
お
い
て
、
第
三
段
の
「
惟
日
%之
逾
邁
兮
、
俟
河
&其
未
極
。
冀
王
'之
一
兮
、
假
高
衢
而
聘
力
。
懼
匏
瓜
之
徒
懸
兮
、
畏
井
渫
之
莫
(」
の
部
分
に
現
れ
る
に
 ぎ
ず
、
分
量
に
見
て
も
、
「

」
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
部
分
に
比
べ
て
遙
か
に
少
な
く
目
立
た
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
８
）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
賈
誼
の
場
合
は
、
自
ら
が
な
ぞ
ら
え
た
屈
原
同
樣
、
君
側
に
侍
し
た
氣
)の
高
官
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
意
志
に
反
し
て
、
讒
言
を
蒙
っ
て
流
謫
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
挫
折
の
體
驗
こ
そ
が
、
懷
才
不
の
思
い
の
正
統
な
根
據
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
、
王
粲
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
高
官
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
の
江
*
+
,も
、
戰
亂
に

い
立
て
ら
れ
た
と
は
い
え
、
自
ら
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
懷
才
不
の
思
い
を
、
賈
誼
と
同
日
に
談
ず
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
よ
り
重
#な
相
と
し
て
は
、
そ
う
し
た

の
思
い
を
媒
介
す
る
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
と
も
い
う
べ
き
「
風
土
の
い
か
ら
來
る
境
へ
の
和
感
」
の
有
無
で
あ
る
。
賈
誼
の
「
弔
屈
原
文
」
で
は
、
境
の
地
に
流
謫
さ
れ
た
と
い
う
事
實
は
、
作
中
で
は
わ
ず
か
に
序
文
の
-頭
「
誼
爲
長
沙 .
.王
太
傅
、
以
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
30
謫
去 
」
に
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
上
「
登
樓
賦
」
の
よ
う
に
、
境
の
土
地
に
關
す
る
體
な
寫
と
い
う
も
の
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
事
實
か
ら
は
、
賈
誼
自
身
ま
た
は
こ
の
時
代
の
文
學
作
品
に
は
、
風
土
を
軸
に
南
北
を
對
比
に
理
解
す
る
と
い
う
點
は
	熟
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

す
る
に
、
賈
誼
の
生
き
た

の
時
代
、
中
國
北
方
の
世
界
に
の
み
文
明
（
文
・
政
治
）
が
在
し
て
い
た
況
の
中
で
は
、
風
土
の
多
樣
性
・
多
元
性
に
つ
い
て
の
覺
醒
が
十
分
に
む
段
階
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
で
は
、
「
挾

之
浦
兮
、
倚
曲
沮
之
長
洲
…
…
」
の
よ
う
な
風
景
の
寫
が
、
體
に
か
つ
眞
の
も
の
と
し
て
實
感
で
き
る
よ
う
列
さ
れ
て
い
る
。
讀
み
手
は
こ
れ
を

し
て
、
詩
人
の
い
て
い
る
境
へ
の
和
感
や
そ
れ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

の
思
い
が
、
作
品
體
を
奏
で
る

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
王
粲
「
登
樓
賦
」
と
賈
誼
「
弔
屈
原
文
」
の
兩
は
、
い
ず
れ
も
辭
賦
の
型
式
を
用
し
、
似
た
よ
う
な
境
下
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
「
風
土
の

い
對
す
る
和
感
の
有
無
」
と
い
う
點
で
、
作
品
で
詠
わ
れ
て
い
る
 
容
に
は
、
大
き
な
相
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
!に
班
彪
の
「
北
征
賦
」
を
見
て
み
た
い
。
こ
ち
ら
は
李
善
の
題
下
"に
よ
る
と
、
「
流
別
論
曰
、
更
始
時
、
班
彪
#
$涼
州
、
發
長
安
、
至
安
定
、
作
北
征
賦
。
（
『
流
別
論
』
に
曰
く
、
「
更
始
（
%）
の
時
、
班
彪
$を
涼
州
に
#け
、
長
安
を
發
し
、
安
定
に
至
り
、『
北
征
賦
』
を
作
る
」
と
）」
と
あ
り
、
作
の
班
彪
が
王
莽
末
期
以
來
の
戰
亂
を
#け
、
涼
州
に
#
$し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
「
戰
亂
に
よ
っ
て
里
を
&
わ
れ
た
」
と
い
う
點
で
は
、
境
は
王
粲
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
作
品
中
に
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
賈
誼
の
「
弔
屈
原
文
」
以
上
に
、
「
登
樓
賦
」
に
共
す
る

素
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
登
'隧
而
遙

兮
、
聊
須
臾
以
婆
娑
。
（
'隧
に
登
り
て
遙
か
に
み
、
聊
か
須
臾
も
て
以
て
婆
娑
せ
ん
）」
の
部
分
は
、
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
で
の
歌
い
出
し
と
非
常
に
似
て
い
る
上
、
「
(高
)而
*覽
、
山
谷
之
嵯
峨
。
野
蕭
條
以
莽
蕩
、
迥
千
里
而
無
家
。
風
+發
以
漂
遙
兮
、
谷
水
灌
以
揚
波
…
…
,
子
悲
其
故




，
心
愴
-以
傷
懷
。
撫
長
劍
而
.息
，
泣
漣
/而
霑
衣
。
（
高
)に
(
の
ぼ
り
て
*覽
し
、
山
谷
の
嵯
峨
た
る
を
む
。
野
は
蕭
條
と
し
て
以
て
莽
蕩
た
り
、
迥 は
る
か
千
里
に
し
て
家
無
し
。
風
+
發
し
て
以
て
漂
遙
し
、
谷
水
灌
ぎ
て
以
て
波
を
揚
ぐ
…
…
,子
其
の
故
を
悲
し
み
、
心
愴
-と
し
て
以
て
懷 お
も
ひを
傷
ま
し
む
）」
で
は
、
高
き
に
登
っ
て
遙
か
を
ん
だ
先
に
見
え
る
風
景
寫
、
境
を
さ
す
ら
う
0人
の
孤
獨
感
と

の
思
い
な
ど
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
「
登
樓
賦
」
と
の
1似
性
は
「
弔
屈
原
文
」
よ
り
一
2顯
3と
い
え
よ
う
（
９
）。
だ
が
「
北
征
賦
」
に
も
や
は
り
「
登
樓
賦
」
と
は
大
き
な
相
點
が
王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
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存
在
す
る
。
そ
れ
は
「
弔
屈
原
文
」
と
同
樣
、
「
な
る
風
土
に
對
す
る
關
心
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
北
征
賦
」
に
詠
わ
れ
る
作
の

の
思
い
や
き
は
、
い
ら
れ
た
と
い
う
	

に
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
見
え
る
蕭
條
た
る
風
景
は
、
な
る
ほ
ど
作
の
孤
獨
と
寄
る
邊
な
さ
を
暗
示
す
る
心
象
風
景
と
し
て
き
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
結
局
の
と
こ
ろ
、
安
定
と
い
う
土
地
も
、
班
彪
が
れ
て
き
た
長
安
と
同
じ
く
中
國
北
方
に
位
置
し
て
、
二
つ
の
土
地
の
風
土
は
ほ
ぼ
同
質
の
も
の
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
從
っ
て
「
な
る
風
土
に
對
す
る
關
心
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
そ
も
そ
も
こ
り
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
北
征
賦
」
が
圍
の
目
睹
の
光
景
に
感
性
を
示
す
の
は
、
風
土
の
質
性
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
行
客
と
い
う
非
日
常
な
境
が
、
見
慣
れ
た
は
ず
の
風
土
（
中
國
北
方
）
に
も

に
反
應
し
た
結
果
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
作
の
境
に
つ
い
て
い
え
ば
、
に
も
べ
て
い
る
よ
う
に
、
作
の
荊
州
逗
留
は
す
で
に
十
數
年
の
長
き
に
ん
で
お
り
、
彼
が
く
流
離
の
と
い
う
も
の
は
、
班
彪
の
よ
う
な
い
ら
れ
た
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
	

や
、
人
と
し
て
の
寄
る
邊
な
さ
か
ら
來
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
荊
州
と
い
う
故
と
な
る
風
土
を
持
つ
土
地
へ
の

和
感
か
ら
來
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
第
一
段
の
「
雖
信
美
而
非
吾
土


兮
、
曾
何
足
以
少
留
」
の
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
故
と
な
る
風
土
へ
の
和
感
が
、
は
っ
き
り
自
覺
さ
れ
た
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
作
品
中
で
「
覽
斯
宇
之
處
兮
、
實
顯 

敞
而
寡
仇


」
と
し
て
寫
さ
れ
る
美
し
い
風
景
が
、
か
え
っ
て

の
思
い
を
か
き
立
て
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
「
風
土
へ
の
和
感
」
へ
の
自
覺
に
よ
っ
て
、
初
め
て
立
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
）。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
は
、
賈
誼
「
弔
屈
原
文
」
や
班
彪
「
北
征
賦
」
の
よ
う
に
、
作
の
境
や
修
辭
の
上
で
似
す
る
先
行
作
品
を
持
ち
な
が
ら
も
、
「
風
土
の
い
か
ら
く
る

和
感
」
を
自
覺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
文
學
作
品
に
な
い
、
新
し
い
表
現
領
域
を
開
拓
し
た
作
品
と
い
え
る
。
先
行
作
品
と
の
似
は
實
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
大
き
な
質
性
が

明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
｢登
樓
賦
｣の
文
學
史
に
占
め
る
獨
自
の
新
し
さ
が
確
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
＊
こ
の
場
合
、
な
ぜ
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
に
至
っ
て
、
風
土
性
と
い
う
も
の
が
文
學
な
題
材
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
よ
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
後
末
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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の
巾
の
亂
と
、
そ
の
後
の
群
雄
據
の
戰
亂
に
よ
っ
て
中
原
が
廢
し
、
王
粲
ら
多
く
の
中
國
北
方
の
士
人
た
ち
が
南
方
に


し
た
こ
と
に
直
接
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
代
、

先
で
あ
っ
た
南
方
の
地
は
、
す
で
に
未
開
の
僻
地
で
は
な
く
、
後
の
南
方
開
發
に
よ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
生
活
を
營
み
う
る
線
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
に
ま
で
	長
し
て
い
た （

）。
こ
の
よ
う
に
生
活
の
場
と
し
て
長
く
逗
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
條
件
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
、
王
粲
ら
文
人
は
、
中
國
北
方
と
は
く
質
の
、
獨
立
し
た
對
立
軸
と
し
て
中
國
南
方
の
風
土
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
傳
統
な
念
で
は
、
「
中
國
」
と
い
う
文
明
の
域
外
で
あ
っ
た
南
方
の
地
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
、
中
原
を
中
心
と
す
る
中
國
北
方
と
は
質
で
あ
り
な
が
ら
も
、
「
中
國
」
の
世
界
を

	す
る
も
う
一
つ
の
極
を
形
	し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
結
論
を
べ
る
。
王
粲
は
「
登
樓
賦
」
の
中
で
、
作
が
實
際
に
寄
寓
し
て
い
た
襄
陽
の
風
景
を
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
南
の
江
陵
か
ら
當
陽
ま
で
の
湖
北
省
南
部
一
帶
の
風
景
を
く
こ
と
で
、
「
中
國
北
方
と
は
な
る
南
方
の
楚
の
地
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
ん
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
登
樓
賦
」
は
、
「
質
な
風
土
に
對
す
る
和
感
」
へ
の
自
覺
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
意
識
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
、
作
の

や
流
離
の
き
を
表
現
す
る
と
い
う
、
中
國
文
學
史
上
畫
期
な
作
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
楚
辭
』
に
代
表
さ
れ
る
南
方
の
風
土
は
、
從
來
の
文
學
意
識
で
は
、
あ
く
ま
で
「
傳
統
中
國
と
は
別
の
世
界
」
と
し
か
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
登
樓
賦
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
南
方
の
風
土
は
、
初
め
て
中
國
文
明
圈
の
中
に
取
り
ま
れ
、
從
來
の
文
學
風
土
の
中
心
で
あ
っ
た
中
國
北
方
に
對
し
、
そ
の
對
立
軸
と
も
い
う
べ
き
中
國
南
方
と
い
う
、
新
た
な
文
學
風
土
を
形
	す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
『
文
』
卷
十
一
よ
り
。
以
下
、
李
善
に
つ
い
て
は
胡
克
家
本
を
、
五
臣
に
つ
い
て
は
四
部
叢
刊
初
『
六
臣
註
文
』
を
底
本
と
す
る
。
（
２
）
『
三
國
志
』
本
傳
の
記
事
に
よ
る
と
、
王
粲
は
十
七
の
時
に
劉
表
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
と
あ
り
、
王
粲
の
生
年
か
ら
考
え
て
、
そ
の
年
は
初
四
年
（
一
九
三
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
３
）
こ
の
賦
の
制
作
年
代
を
完
に
劉
表
寄
寓
時
の
も
の
と
す
る
の
は
、
後
す
る
制
作
場
の
問
題
と
關
し
て
考
え
た
場
合
、
一
定
の
留
保
が
必
で
あ
ろ
う
。
後
年
曹
操
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
王
粲
が
、
か
つ
て
の
荊
州
時
代
を
回
想
し
て
作
っ
た
と
い
う
場
合
も
、
可
能
性
は
低
王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
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い
な
が
ら
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
假
に
實
際
の
制
作
時
期
が
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
「
登
樓
賦
」
に
は
、

の
思
い
と
い
う
も
の
が
し
が
た
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
劉
表
寄
寓
時
に
王
粲
が
實
感
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
は

い
な
い
だ
ろ
う
。
（
４
）
な
お
筆
自
身
は
、
「
登
樓
賦
」
で
寫
さ
れ
て
い
る
土
地
が
、
實
際
の
制
作
場
	と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
必

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
四
で
後
す
る
。
（
５
）
『
文
』
卷
五
十
六
	收
の
曹
子
建
（
植
）「
王
仲
宣
誄
」
李
善
よ
り
。
（
６
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
數
年
の
荊
州
逗
留
時
期
に
、
王
粲
が
一
時

に
襄
陽
を
離
れ
て
江
陵
や
當
陽
の
あ
た
り
に
身
を
置
く
こ
と
が
あ
り
、
偶
々
そ
の
よ
う
な
況
で
「
登
樓
賦
」
が
書
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
だ
が
假
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
王
粲
が
普
段
寓
居
し
て
い
た
は
ず
の
襄
陽
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
短
期
の
行
で
經
し
た
に
ぎ
な
い
場
	で
し
か
「
登
樓
賦
」
を
詠
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
殘
る
で
あ
ろ
う
。
（
７
）
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
王
粲
が
生
き
た
後
末
に
お
い
て
は
、
詩
人
が
實
際
に
目
睹
す
る
風
景
を
文
學
作
品
の
中
で
寫
生
す
る
よ
う
な
段
階
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
も
言
え
よ
う
。
中
國
文
學
史
に
お
い
て
、
實
際
に
目
に
し
て
い
る
風
景
を
體
に
寫
生
す
る
と
い
う
況
が
確
實
に
生
ま
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
劉
宋
の
謝
靈
の
山
水
詩
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
８
）
も
ち
ろ
ん
「
登
樓
賦
」
と
「
弔
屈
原
文
」
に
お
い
て
、

の
有
無
と
い
う
相
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
兩
の
境
に
寓
居
し
た
時
が
、
王
粲
は
十
數
年
と
い
う
長
き
に
渡
っ
た
の
に
對
し
、
賈
誼
は
三
年
あ
ま
り
（『
史
記
』『
書
』
本
傳
よ
り
）
と
い
う
比
較
短
い
期
で

わ
っ
て
い
る
と
い
う
點
や
、
作
ら
れ
た
時
期
も
、
王
粲
が
荊
州
寓
居
の
か
な
り
遲
い
段
階
で
あ
る
の
に
對
し
、
賈
誼
は
流
謫
さ
れ
て
そ
れ
ほ
ど
も
な
い
頃
に
作
ら
れ
た
と
い
う
點
が
作
用
し
て
い
る
の
も
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
（
９
）
王
粲
の
「
登
樓
賦
」
と
班
彪
の
｢
北
征
賦
」
の
自
然
寫
に
關
す
る
似
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
伊
正
文
「
王
粲
詩
論
」（『
建
安
詩
人
と
そ
の
傳
統
』
創
文
、
二
〇
〇
二
年
）
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
10）
「
登
樓
賦
」
と
同
じ
く
、
王
粲
の
荊
州
寓
居
の
時
代
を
詠
っ
た
「
七
哀
詩
」
第
二
首
で
も
、
頭
で
「
荊
蠻
非
我





、
何
爲
久
滯
淫




。（
荊
蠻
は
我
が
に
非
ず
、
何
爲
れ
ぞ
久
し
く
滯
淫
せ
ん
）
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
登
樓
賦
」
同
樣
に
、
境
の
風
土
に
長
く
身
を
置
く
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
和
感
と
い
う
も
の
が
、
自
覺
さ
れ
た
も
の
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
（
11）
王
粲
が
逗
留
し
た
荊
州
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
三
國
志
』
劉
表
傳
で
、
裴
松
之
が
に
引
用
す
る
王
粲
の
『
雄
記
』
に
「
州
界
羣
寇
盡
、
表
乃
開
立
學
官
、
求
儒
士
。
使
 毋
!・
宋
忠
等
撰
五
經
章
句
、
謂
之
後
定
。
（
州
界
の
羣
寇
に
盡
き
、
表
乃
ち
學
官
を
開
立
し
、

く
儒
士
を
求
む
。
 毋
!・
宋
忠
ら
を
し
て
『
五
經
章
句
』
を
撰
せ
し
め
、
之
を
『
後
定
』
と
謂
ふ
）
」
と
あ
り
、
逗
留
す
る
學
・
文
人
た
ち
が
、
學
問
を
營
め
る
ほ
ど
の
文
"
土
壤
ま
で
も
が
形
#さ
れ
て
い
中
國
詩
文
論
叢
第
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34
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
王
粲
「
登
楼
賦
」
に
見
え
る
風
土
へ
の
ま
な
ざ
し
（
住
谷
）
35
